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草津白根山 2018 年 1 月 23 日噴火の火山灰に含まれる粘土鉱物（速報） 
 

草津白根山 2018年 1月 23日噴火で山麓に降下した火山灰は比較的細粒であり、粘土分を多く含んでい

た。構成する鉱物を明らかにするため予察的な粉末 X線回折(XRD) 実験を行なった。使用した試料は 1月

23日に火口から約 6.2 km離れた地点（中之条町元山のチャツボミゴケ公園入口)で採取した。試料は大量

の雪と一緒に採取されため、前処理段階で全体が水に分散した状態となり火山灰全体での測定はできなか

った。そこで不定方位試料の測定には砂サイズ粒子を集めて粉末にしたものを使用した。測定装置は日本

大学文理学部地球科学科設置の RIGAKU MiniFlexを使用した。 

測定の結果、不定位試料では黄鉄鉱・Naミョウバン石・クリストバライト・石英・長石(斜長石)等に由

来するとみられるピークが検出された。細粒粘土成分の定方位試料の測定では、さらに 7Åおよび 9.3Åの

底面間隔をもつ粘土鉱物（カオリン鉱物とパイロフィライト）が含まれることが分かった。このような鉱

物組み合わせは酸性の比較的高温な熱水変質帯に由来する物質が主に噴出したと考えると説明できる。 

 

 
図１. 2018 年 1 月 23 日噴火の降下火山灰の X 線回折実験結果。 
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